　生物科学セミナー　 第900回 10月1日（金）16：30〜18：00

※水曜日ではなく金曜日です。日程にご注意ください。
	 講演題目：外来種になった日本の海藻類—遺伝子からみたその起源と動態—

	講演者名：川井　浩史　教授(神戸大学自然科学系先端融合研究環内海域環境教育研究ｾﾝﾀｰ)

	講演の概要

　近年，海運や水産業のグローバル化に伴い，様々な海洋生物が国や大陸を超えて越境移動・定着し，移入先で既存生態系の脅威となっている例が多く報告されている．これらの海洋生物の人為的な移入・定着については，船体付着やバラスト水などの船舶を介した移動と，水産活動に伴う意図的な導入や他の生物に混じって運ばれる非意図的な移入が代表的なものとされている．このうち，特に前者については移入媒介者（ベクター）や起源国の特定には困難が伴い，また定着・拡散過程に関する情報も極めて乏しい．

　沿岸域生態系の重要な構成要素である海藻類でも多くの移入の例が知られているが，特に日本原産とされる種で世界的に広がった種が多い．しかし海藻類の多くはその形態が単純であるにもかかわらず形態的な可塑性が非常に大きいため、外部形態だけでは正確な種の同定が困難な場合が多く，そもそもその生物が移入生物であったのかどうかを判定することすら難しい場合がある．ここでは，この問題に関して，その背景と，演者らが褐藻ワカメ，シダモク，ムチモ類，緑藻アナアオサなどアジア原産で世界各地に移入したとされる海藻類を対象として，遺伝的多様性の解析などからその起源や拡散経路について考察した研究例について紹介する．
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